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既設案内モード仕様書 

 

 既設設備の案内モードについて示します。 

 中央装置とＰＴＣの状態と案内状態を以下の表に示します。 

 

状態 中央装置 ＰＴＣ 表示器 

自動 正常 正常 正常 

簡易 正常 異常 正常 

終業 正常 正常 正常（無表示） 

異常１ 異常 正常 正常 

異常２ 正常 正常 異常（全数異常） 

 

 

１ 案内モードの変更要因 

 案内モードの変更要因が発生した場合、新たなモードに変更します。 

(1) 案内モードの変更要因 

ア 操作端末からの指示 

(ｱ) 自動モード 

(ｲ) 簡易モード 

イ ＰＴＣからの指示 

(ｱ) 自動モード（表示データ） 

(ｲ) 簡易モード（異常による判断） 

(ｳ) 終業モード（全表示器消去データ） 

 (2) 状態遷移表 

 

イベント 

 状態 

電源ＯＮ 

または 

リセット 

端末からの指示 ＰＴＣからの情報 

異常１ 異常２ 
異常修復 
（手動） 

異常修復 
（自動） 簡易 自動 

表示 

データ 

ＰＴＣ 

異常 

ＰＴＣ 

復旧 

全表示器 

消去 

デ  

①  アイドル 
各種 

初期設定 

→② 
          

②  自動  →③   →③  →④ →⑤ →⑥   

③  簡易   →②   →②  →⑤ →⑥   

④  終業  →③ →② →② →③   →⑤    

⑤  異常１          
システム 
リセット 

→① 
→② 

⑥  異常２          
システム 
リセット 

→① 
→② 
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２ 案内モードの種類と概要 

(1) 案内モードの種類を示します。 

ア 自動モード 

(ｱ) ＰＴＣ正常時に、本モードで動作します。 

(ｲ) ＰＴＣからの受信情報に従って動作します。 

(ｳ) 各種タイミング情報は、ＰＴＣからの情報に従います。 

イ 簡易モード 

(ｱ) ＰＴＣ異常時、本モードで動作します。 

(ｲ) 操作端末から「簡易モード」を指示された時、本モードで動作します。 

(ｳ) 「調整中」表示を行います。 

(ｴ) ただし、「当駅接近表示」、操作端末からの「緊急表示」は行います。 

ウ 終業モード 

 ＰＴＣから全表示器消去がきたら終業モードで動作します。 

エ 異常１（中央装置異常） 

(ｱ) 設備集中に対して故障出力を行います。 

(ｲ) 案内表示は行いません。但し、連動装置が接続された表示器の場合、当駅接近表示は表示

器側の機能としてこれを行います。 

オ 異常２（表示器全数異常） 

(ｱ) 伝送路異常はこのモードに該当します。 

(ｲ) 設備集中に対して故障出力を行います。 

(ｳ) 案内表示は行いません。但し、連動装置が接続された表示器の場合、当駅接近表示は表示

器側の機能としてこれを行います。 

(2) 案内モードと案内表示の関係および概要を示します。 

 営業時間外であっても一般案内表示を行います。 

 

 
案内モード 

自動 簡易 終業 異常１ 異常２ 

案
内
表
示 

列車案内 ○ 調整中 無表示 調整中 調整中 

当駅接近案内 ○ △ △ △ △ 

一般案内 ○ × × × × 

緊急案内 ○ ○ × × × 

 

 

３ 自動モードの動作 

 案内表示の詳細は、別紙６ 既設表示機能仕様書に示します。 

(1) 列車案内 

 ＰＴＣからの表示データを基に、当該番線の先発・次発の列車情報を表示器に列車案内として

表示します。 

 列車案内は発車時刻、発車順序、種別、行先、番線を表示します。 
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(2) 接近案内 

 ＰＴＣから「接近表示条件（当駅接近）」が入力された時、当該番線表示器に接近案内を表示し

ます。 

 但し、終端駅の場合は連動条件で最接近表示を行います。 

 当駅接近案内表示は、「当駅接近表示条件」が入力された時から、当該情報が解除される時まで

連続して行います。 

(3) 一般案内 

 操作端末で入力した「一般文章」を、「一般案内文章表示スケジュール」に従い表示します。 

(4) 緊急案内 

 操作端末で入力した「緊急案内文章」を、「緊急案内表示指示」に従い表示します。 

 緊急案内文章の種類は下記の通りです。 

ア 自社ダイヤあり緊急文章 

イ 自社ダイヤなし緊急文章 

ウ 他社緊急文章 

エ グリーンライン情報（自社ダイヤあり緊急文章類似） 

オ 文章番号選択（自社ダイヤあり緊急文章類似） 

 

４ 簡易モードの動作 

(1) 表示器は、「調整中」を表示します。 

(2) ＰＴＣから「表示データ」を受信しても表示は行いません。 

(3) 操作端末から、「緊急案内」が指示された場合は表示します。 

(4) ＰＴＣから「接近指示」、連動装置からの条件取得により、当駅接近案内を表示します。 

 

５ 終業モードの動作 

 ＰＴＣから全表示器消去データが指示された時、終業モードで動作します。 

 終業モード中、ＰＴＣが異常となった場合、簡易モードとなります。 

 新たにモード変更要因が発生するまで（ＰＴＣから表示データが指示された場合等）終業モードと

なります。 

(1) 表示器は「無表示」となります。 

(2) ＰＴＣから「表示データ」を受信した場合表示を行います（自動モードに切替る）。 

(3) ＰＴＣから「接近指示」、連動装置からの条件取得により、当駅接近案内を表示します。 

 

６ 異常１の動作 

 ＲＡＳから異常が出力された時、もしくは電源断など中央装置が故障した時に、この状態となりま

す。 

(1) 表示器は異常発生から一定時間経過後「調整中」となります。 

(2) 連動装置が接続された表示器は、当駅接近案内は表示します。 

 但し、異常発生から一定時間経過後となります。 

 

７ 異常２の動作 
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 表示器が全数異常となった時この状態になります。 

(1) 表示器は異常発生から一定時間経過後「調整中」となります。 

(2) 連動装置が接続された表示器は、当駅接近案内は表示します。 

 但し、異常発生から一定時間経過後となります。 
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既設表示機能仕様書 

 

 

 ＰＴＣからの情報をもとに、表示器に表示する内容を示します。 

 また、操作端末から指示された一般案内・緊急案内等の表示方法を示します。 

 

１ 表示レイアウト 

(1) ホーム 

ア １２ユニット表示器（あざみ野、湘南台他）※以降駅名省略 

 通常、上段（先発表示段）に「先発列車案内」、下段（次発表示段）に「次発列車案内」「列

車接近表示」等を表示します。以下に、通常時の表示器の表示レイアウトを示します。 

 

 

 

イ １４ユニット表示器（新羽、上永谷、湘南台） 

 通常、上段（先発表示段）に「先発列車案内」、下段（次発表示段）に「次発列車案内」「列

車接近表示」等を表示します。同一方向に異なる番線から出発する場合は、矢印で番線を指示し

ます。以下に、通常時の表示器の表示レイアウトを示します。 

 

 

 

ウ 非営業列車表示について以下に示します。 

(ｱ) 当駅止まり列車を表示 

＜１２ユニットの場合＞ 

 

 

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

上段(先発表示段) 先発普通 横 浜
下段(次発表示段) 次発最終 新 横 浜

10:10
10:15

矢印 先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先 矢印

1 2 2 2.5 0.5 5 1

上段(先発表示段) 先発普通 横 浜
下段(次発表示段) 次発最終 新 横 浜

10:10
10:15

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

当駅止まり
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※ 先発、次発表示は行いません。最終列車の場合、種別最終エリアに「最終」表示を行

います。 

＜１４ユニットの場合＞ 

 

 

 

※ 先発、次発表示は行いません。最終列車の場合、種別最終エリアに「最終」表示を行

います。 

(ｲ) 回送列車を表示（停車駅） 

＜１２ユニットの場合＞ 

 

 

 

※ 先発、次発表示を行います。 

※ 最終列車の場合でも種別最終エリアに「最終」表示は行いません。 

＜１４ユニットの場合＞ 

 

 

 

※ 先発、次発表示を行います。 

※ 最終列車の場合でも種別最終エリアに「最終」表示は行いません。 

 

※ 上記(ｱ)、(ｲ)以外の非営業列車も同等の表示方法とします。 

※ 通過駅の場合は行先エリア（上記例回送表示）に通過を表示します。 

 

 

 

矢印 先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先 矢印

1 2 2 2.5 0.5 5 1

当駅止まり

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発 回 送

矢印 先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先 矢印

1 2 2 2.5 0.5 5 1

先発 回 送
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エ 営業列車表示について以下に示します。 

(ｱ) 最終列車の発車時刻、最終、行先を表示 

＜１２ユニットの場合＞ 

 

 

 

＜１４ユニットの場合＞ 

 

 

 

(ｲ) 臨時列車の発車時刻、種別、行先を表示 

＜１２ユニットの場合＞ 

 

 

 

＜１４ユニットの場合＞ 

 

 

 

 

(2) コンコース 

ア 通常、上段（先発表示段）に「先発列車案内」、下段（次発表示段）に「次発列車案内」等表

示します。接近表示は行いません。非営業列車表示はＰＴＣから情報を送信されれば、表示しま

す。（運用上、非営業列車の情報はＰＴＣから送信されません。） 

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発最終 新 横 浜10:10

矢印 先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先 矢印

1 2 2 2.5 0.5 5 1

先発最終 横 浜10:10

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発臨時 新 横 浜10:10

矢印 先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先 矢印

1 2 2 2.5 0.5 5 1

先発臨時 横 浜10:10



別紙６ 

 4 / 25 
 

イ 以下に、通常時の表示器の表示レイアウトを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 以下に、表示器の各表示レイアウトを示します。 

(ｱ) 発車時刻、行先を表示 

 

 

 

 

 

先発
次発

のりば 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2 2.5 0.5 5

先発 普通 横 浜
次発 普通 新 横 浜

10:10
10:15

1番線

2番線

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発普通 戸 塚
次発普通 上 大 岡

10:10
10:12

先発
次発

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2.5 0.5 5

普通 横 浜
快速 新 横 浜

10:10
10:15

先発
次発

のりば 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2 2.5 0.5 5

先発 普通 横 浜10:101番線

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発普通 戸 塚10:10
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(ｲ) 発車時刻、最終、行先を表示 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 発車時刻、種別、行先を表示 

 

 

 

先発
次発

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2.5 0.5 5

普通 横 浜
快速 新 横 浜

10:10
10:15

先発
次発

のりば 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2 2.5 0.5 5

先発 最終 横 浜10:101番線

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発最終 戸 塚10:10

先発
次発

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2.5 0.5 5

普通 横 浜
最終 新 横 浜

10:10
10:15

先発
次発

のりば 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2 2.5 0.5 5

先発 快速 横 浜10:101番線
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(3) 京急・ＪＲ口（上大岡駅・戸塚駅両方面コンコース） 

ア 通常、上段（先発表示段）に「先発列車案内」、下段（次発表示段）に「次発列車案内」を表

示します。接近表示及び非客扱いの表示はしません。 

イ 以下に、通常時の表示器の表示レイアウトを示します。 

 

 

 

ウ 以下に、表示器の各表示レイアウトを示します。 

(ｱ) 発車時刻、行先を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

先発
次発

種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

先発快速 戸 塚10:10

先発
次発

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2.5 0.5 5

普通 横 浜
快速 新 横 浜

10:10
10:15

番線 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

普通 湘 南 台
普通

10:10
10:15

1番線

2番線 あ ざ み 野

番線 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

普通 新 横 浜10:101番線
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(ｲ) 発車時刻、最終、行先を表示 

 

 

 

(ｳ) 発車時刻、種別、行先を表示 

 

 

 

エ 自社緊急案内のみ表示フロー 

(ｱ) 湘南台方面ｏｒあざみ野方面 

※ 該当方面に緊急文が表示されます。 

ａ 湘南台方面ダイヤ有り 

 

 

 

ｂ 湘南台方面ダイヤ無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

番線 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

最終 新 横 浜10:101番線

番線 種別
最終

発車時刻
ス
ペ
ー
ス

行先

2 2 2.5 0.5 5

快速 新 横 浜10:101番線

① ② ③

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
和文＋英文

緊急文

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
ダイヤ

和文・英文

①

湘南台方面
和文＋英文

緊急文

あざみ野方面
ダイヤ

和文・英文
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ｃ あざみ野方面ダイヤ有り 

 

 

 

ｄ あざみ野方面ダイヤ無し 

 

 

 

(ｲ) 湘南台方面ａｎｄあざみ野方面 

※ 両方面に対し緊急案内を指示した場合、１段目は無表示、２段目に緊急文表示となりま

す。 

ａ 両方面ダイヤ有り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
ダイヤ

和文・英文

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
和文＋英文

緊急文

①

湘南台方面
和文＋英文

緊急文

あざみ野方面
ダイヤ

和文・英文

① ② ③

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文 無表示

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
[あ]和文＋英文

緊急文

④ ⑤ ⑥

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文 無表示

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
[湘]和文＋英文

緊急文
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ｂ 湘南台方面ダイヤ有り（あざみ野ダイヤ無し） 

 

 

 

ｃ あざみ野方面ダイヤ有り（湘南台ダイヤ無し） 

 

 

 

ｄ 両方面ダイヤ無し 

 

 

 

オ 他社緊急案内のみ表示フロー 

(ｱ) 湘南台方面他社緊急案内設定ｏｒあざみ野方面他社緊急案内設定 

他社緊急文は表示しません。 

 

 

 

 

 

① ② ③

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文 無表示

あざみ野方面 無表示 無表示
[あ]和文＋英文

緊急文

④ ⑤ ⑥

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文 無表示

あざみ野方面 無表示 無表示
[湘]和文＋英文

緊急文

① ② ③

湘南台方面 無表示 無表示 無表示

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
[あ]和文＋英文

緊急文

④ ⑤ ⑥

湘南台方面 無表示 無表示 無表示

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
[湘]和文＋英文

緊急文

① ②

湘南台方面 無表示 無表示

あざみ野方面
[あ]和文＋英文

緊急文
[湘]和文＋英文

緊急文
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ａ 湘南台方面 

 

 

 

ｂ あざみ野方面 

 

 

 

(ｲ) 湘南台方面ａｎｄあざみ野方面他社緊急案内設定 

他社緊急文は表示しません。 

ａ 両方面ダイヤデータ有り 

 

 

 

カ 自社緊急案内と他社緊急案内表示フロー 

(ｱ) 自社：湘南台方面、他社：あざみ野方面 

※ 自社緊急のみが、該当方面に緊急文が表示されます。 

ａ 湘南台方面ダイヤ有り 

 

 

 

 

 

 

① ②

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ和文

あざみ野方面 ダイヤ英文 ダイヤ英文

① ②

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ和文

あざみ野方面 ダイヤ英文 ダイヤ英文

① ②

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ和文

あざみ野方面 ダイヤ英文 ダイヤ英文

① ② ③

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
[湘]和文＋英文

緊急文

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
ダイヤ

和文・英文
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ｂ 湘南台方面ダイヤ無し 

 

 

 

(ｲ) 自社：あざみ野方面、他社：湘南台方面 

※ 自社緊急のみが、該当方面に緊急文が表示されます。 

ａ あざみ野方面ダイヤ有り 

 

 

 

ｂ あざみ野方面ダイヤ無し 

 

 

 

 

２ 各段の表示機能 

(1) 先発表示段の表示 

ア 「先発列車案内」を、和文・英文で交互表示します。 

 

 

 

 

①

湘南台方面
[湘]和文＋英文

緊急文

あざみ野方面
ダイヤ

和文・英文

① ② ③

湘南台方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
ダイヤ

和文・英文

あざみ野方面 ダイヤ和文 ダイヤ英文
[あ]和文＋英文

緊急文

①

湘南台方面
ダイヤ

和文・英文

あざみ野方面
[あ]和文＋英文

緊急文

先発最終 横 浜 (10秒)10:10

( 5秒)10:101st. Local Yokohama
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(2) 次発表示段の表示内容 

ア 次発表示段には、以下の表示をします。 

次発列車案内（和文・英文の交互表示） 

緊急案内（自社ダイヤなし、自社ダイヤあり、他社緊急） 

当駅接近案内 

一般案内 

遅延案内 

停車駅案内 

先着案内 

乗換案内 

ダイヤなし固定文章 

イ 表示内容が重なった場合の表示方法を表１に示します。 

表１ 表示内容が重なった場合の表示方法（ホーム） 

 

操作 
端末 

PTC 
操作 
端末 

PTC 
操作 
端末 

PTC 
操作 
端末 

PTC 

当
駅
接
近 

次発表示段の表示内容 
ダ
イ
ヤ
無
固
定 

列
車
情
報 

一
般
案
内 

他
緊
急 

乗
換 

先
着 

停
車
駅 

自
社
緊
急 

ダ
イ
ヤ
有
り 

遅
延 

自
社
緊
急 

ダ
イ
ヤ
無
し 

全
消
去 

１ - - - - - - - - - - - ● 当駅接近 

２ - - - - - - - - - - ●  全消去 

３ - - - - - - - - - ●   自社緊急案内ダイヤ無し 

４ - Ａ - - - - - Ａ Ａ    遅延表示＋自社緊急ダイヤ有＋ダイヤ 

５ - Ｂ - - Ｂ Ｂ Ｂ      停車駅案内＋先着案内＋乗換案内＋ダイヤ ＊１ 

６ - Ｃ - Ｃ         他社緊急＋ダイヤ 

７ - Ｄ Ｄ          一般案内＋ダイヤ 

８ - ●           ダイヤ 

９ ●            ダイヤ無固定 

 【凡例】 

  -：don't care （空欄）：条件なし （アルファベット）：同一グループ ●：条件あ

り 

※ 自社緊急ダイヤ有、自社緊急ダイヤ無、他社緊急は同時選択不可 

＊１ 最大２文章まで表示します。３条件が同時に成立した場合は以下の優先度に従います。 

停車駅案内＞先着案内＞乗換案内 

当駅接近： 当駅接近表示を当駅接近条件ＯＮの間表示します。 

ダイヤ ： 次発ダイヤを和文（１０秒）／英文（５秒）の交互で合計１５秒間表示し

ます。 

緊急案内： 操作端末の緊急案内を固定表示または、流し切りで表示します。 
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表２ 表示内容が重なった場合の表示方法（コンコース） 

 

操作 
端末 

PTC 
操作 
端末 

PTC 
操作 
端末 

PTC 
操作 
端末 

PTC 

当
駅
接
近 

次発表示段の表示内容 
ダ
イ
ヤ
無
固
定 

列
車
情
報 

一
般
案
内 

他
緊
急 

乗
換 

先
着 

停
車
駅 

自
社
緊
急 

ダ
イ
ヤ
有
り 

遅
延 

自
社
緊
急 

ダ
イ
ヤ
無
し 

全
消
去 

１ - - - - - - - - - - - ● 当駅接近 

２ - - - - - - - - - - ●  全消去 

３ - - - - - - - - - ●   自社緊急案内ダイヤ無し 

４ - Ａ - - - - - Ａ Ａ    遅延表示＋自社緊急ダイヤ有＋ダイヤ 

５ - Ｂ - - Ｂ Ｂ Ｂ      停車駅案内＋先着案内＋乗換案内＋ダイヤ ＊１ 

６ - Ｃ - Ｃ         他社緊急＋ダイヤ 

７ - Ｄ Ｄ          一般案内＋ダイヤ 

８ - ●           ダイヤ 

９ ●            ダイヤ無固定 

 

※自社緊急ダイヤ有、自社緊急ダイヤ無、他社緊急は同時選択不可 

＊１ 本項目はコンコース表示適用外 

当駅接近： 当駅接近表示を当駅接近条件ＯＮの間表示します。 

ダイヤ ： 次発ダイヤを和文（１０秒）／英文（５秒）の交互で合計１５秒間表示し

ます。 

 両方面コンコースの案内文章は自駅緊急ダイヤなし、自駅緊急ダイヤあ

りのみ表示をします。 

緊急案内： 操作端末の緊急案内を固定表示または、流し切りで表示します。 
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(3) 先発表示段と次発表示段の表示内容 

ア 先発が各駅列車、次発が最終列車で、操作端末、またはＰＴＣから案内文章が指示された場合 

 

 
 

 

＊文章表示について 

・文字数がユニット数以下のとき 

 １サイクル固定表示します。その後、また①から表示をします。 

・文字数がユニット数より多いとき 

 文章を流しきるまで１段目は、和文（１０秒）／英文（５秒）の表示をします。 

 流しきり表示が終わると、また①から表示を行います。 

・複数文章が設定されている場合は、6.2.2項の優先度に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先発普通 横 浜
(10秒)

次発最終 横 浜
10:10
10:15

( 5秒)
10:10
10:15

1st. Local Yokohama
2nd. Ｌａｓｔ

ｔｒａｉｎ Yokohama

先発普通 横 浜 (10秒)10:10
ここに「案内文章」が表示されます

( 5秒)10:101st. Local Yokohama
ここに「案内文章」が表示されます 流しきり表示または

１サイクル固定表示

①

②

③

④
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特記事項：列車案内の和文・英文交互表示時に、流し文章を流し切った場合の動作 

 

表示器タイプ 列車案内 動作 

既設表示器 

（２０１４年度まで） 

和文 
和文表示の残り秒数を和文列車案内表示 

英語を表示せずに、サイクルの最初から表示開始 

英文 
英文表示の残り秒数を英語列車案内表示 

サイクルの最初から表示開始 

新設表示器 

（２０１５年度以降） 

和文 
和文表示の残り秒数を和文列車案内表示 

英語を表示後、サイクルの最初から表示開始 

英文 
英文表示の残り秒数を英語列車案内表示 

サイクルの最初から表示開始 

 

 

３ 列車案内表示 

(1) 行先の表示 

ア 表示データで「快速」が指定された時、「快速」を表示します。 

イ 「快速」の英文表示は「Rapid」とします。 

 他の営業列車も同様に和英の交互表示をします。 

ウ 和文の表示レイアウトを以下に示します。 

 

 

 

エ 英文の表示レイアウトを以下に示します。 

 

 

 

 

(2) 表示の優先順位 

ア 種別より最終表示を優先します。 

 

(3) 発車順序と発車時刻の表示 

ア 表示する列車情報がない場合は、発車順序は表示しません。 

イ 発車時刻は以下の範囲で表示します。 

「ダイヤ時刻」４時００分から２３時５９分までは「４：００」から「２３：５９」で表示 

「ダイヤ時刻」２４時００分から２７時５９分までは「０：００」から「３：５９」で表示 

 

先発快速 新 横 浜10:10

10:101st. Rapid Shin-Yokohama
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(4) 列車接近表示 

ア 表示タイミング（当駅接近表示） 

 ＰＴＣから番線別「当駅接近情報」が入力された時、当該番線に「当駅接近案内」を表示しま

す。「当駅接近案内」表示は、「当駅接近情報」が入力ありで表示開始し、「当駅接近情報」入

力なしで表示終了します。 

 

 ＰＴＣから「当駅接近情報」が入力された時点の先発列車の種別によって停車／通過ごとの当

駅接近表示をします。 

 

列車種別 接近表示 

通過 電車が通過します 

停車 電車がきます 

判断不可 電車がきます 

 

 

 島ホームの両側ののりばに「当駅接近情報」が入力された場合、下記の表示をします。 

 

ｎ番線列車種別 ｎ＋１番線列車種別 接近表示 

通過 通過 ｎ・ｎ＋１番線を電車が通過します 

停車 停車 ｎ・ｎ＋１番線に電車がきます 

通過 停車 ｎ・ｎ＋１番線に電車がきます 

停車 通過 ｎ・ｎ＋１番線に電車がきます 

 

 

 以下に、「当駅接近案内」の表示レイアウトを示します。 

【停車列車】 

 

 

 

 

 

 

１番線に電車がきます (赤点滅)

電車がきます (赤点滅)

番線電車がきます (赤点滅)１･２
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【通過列車】 

 

 

 

 

イ 連動装置が接続された表示器（あざみ野、湘南台） 

 連動装置からの当駅接近情報とＰＴＣの当駅接近情報との、どちらか一方、または両方の接近

条件入力により「当駅接近案内」を表示します。 

ウ 新羽駅の接近表示制御 

 ＰＴＣ正常の場合、ＰＴＣの当駅接近情報により「当駅接近案内」を表示します。 

 ＰＴＣ異常の場合、連動装置からの当駅接近情報により「当駅接近案内」を表示します。 

 本接近表示制御は全番線共通とします。 

 新羽駅の当駅接近は２段目に以下の表示を行います。 

 この際、矢印による番線案内は行いません。 

『ｎ番線に電車がきます』 

※ｎには番線番号の１～４が入ります。 

『ｎ・ｎ＋１番線電車がきます』 

※ｎには番線番号の１～３、ｎ＋１には番線番号の２～４が入ります。 

例）２番線の当駅接近表示中に１番線の当駅接近が発生した場合の表示。 

①『２番線に電車がきます』 

      ↓ 

②『１・２番線電車がきます』 

 

(5) 一般案内表示 

ア 操作端末から表示器に一般案内表示を指示します。 

イ 一般案内は表示器の２段目に表示されます。 

ウ 以下のときは、一般案内表示をしません。 

「当駅接近案内」表示中 

「緊急案内」表示中 

「遅延案内」表示中 

「停車駅案内」表示中 

「先着案内」表示中 

「乗換案内」表示中 

１番線を電車が通過します (赤点滅)

電車が通過します (赤点滅)

番線を電車が通過します (赤点滅)１･２
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終業モード時 

簡易モード時 

エ 表示タイミングは、６．２．３項「次発表示段の表示内容」に示します。 

オ 表示器ユニット数プラス１以上の文字数の文章は流し表示します。 

 

(6) 緊急案内表示 

ア 操作端末から表示器に緊急案内表示を指示します。 

イ 緊急案内は表示器の２段目に表示されます。しかし、京急．ＪＲ口の表示器の場合は、該当す

る方面の段に自社緊急案内のみ表示されます。 

ウ 以下のときは、「緊急案内」を表示しません。 

「当駅接近案内」表示中 

エ 案内表示操作端末から緊急案内表示を指示した時に「緊急案内」を開始し、緊急案内表示解除

を指示した時に「緊急案内」を解除します。 

オ 緊急案内表示が指示されたまま日替りした場合、「緊急案内」を解除します。 

カ 表示タイミングは、6.2.3項「次発表示段の表示内容」に示します。 

キ 表示器ユニット数プラス１以上の文字数の文章は流し表示します。 

 

(7) 無表示／調整中の処理 

ア 終業モード時は、「無表示」とします。但し、「無表示」でも以下の表示は行います。 

「当駅接近案内」 

イ 簡易モード時は、「調整中」（橙色）を表示します。 

ウ 簡易モード時の「調整中」でも以下の表示は行います。 

「緊急案内」 

「当駅接近案内」 

 

(8) 中央装置異常時の表示 

ア 表示器は、中央装置の異常を検知した時、「調整中」（緑色）と当駅接近案内を表示します。

但し、当駅接近案内は、表示器に連動装置が接続されている場合のみとなります。 

イ 表示レイアウトを以下に示します。 

 

 

 

 

(9) 遅延表示の対象 

ア ＰＴＣから受信した列車情報において、３分以上の遅延の列車を対象とします。 

※分数の設定は変更可能とします。 

※遅延ビットのＯＮ／ＯＦＦは判定条件に使用しません。 

 

調 整 中 (表示色:緑)
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イ 中間駅は各方面毎の先発列車を対象とします。 

※非営業列車は対象外とします。 

ウ 端末駅は各番線（のりば）毎の先発列車を対象とします。 

※非営業列車は対象外とします。 

エ 遅延表示の文章は全駅共通とします。（駅個別ではありません。） 

 

(10) 遅延表示内容 

ア 先発列車に遅延が発生した場合の表示フローを以下に示します。 

【遅延時間が３分以上５分未満の場合】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先発普通 横 浜
(10秒)

次発普通 横 浜
10:10
10:15

( 5秒)
10:10
10:15

1st. Local Yokohama
2nd. Yokohama

先発 横 浜
(10秒)

10:10
遅れています。

( 5秒)
10:101st. Yokohama

①

②

③

④

Local

3-5min

min delayed. ３～５分遅れ
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【遅延時間が９９分以上の場合】 

                          

 
 

イ 次発エリアに表示する遅延文言色はデフォルト赤色表示とし、変更可能とします。 

ウ 遅延対象列車の表示フォントについては、通常通りの表示色とします。 

エ 遅延対象列車においても発時刻表示をします。 

オ 遅延表示文言の分数については「表２．２遅延時分の精度」単位で自動可変し、分数の前後

に任意で編集可能な文章を付加できることとします。（下線部分が対象となります。）文言の

種類は以下の２種類とします。 

(ｱ) ９９分未満の遅延 

和文： ＊～** 分遅れています 

英文：  *-**  min delayed. 

表２．２で定義している設定グループと現在の遅延時分とを比較し自動可変します。 

※和文の場合１桁は全角、２桁は半角表示、英文の場合はすべて半角表示とします。 

(ｲ) ９９分以上の遅延 

和文：電車が遅れています。 

英文：The subway schedule is delayed. 

 

 

 

 

 

 

先発普通 横 浜
(10秒)

次発普通 横 浜
10:10
10:15

( 5秒)
10:10
10:15

1st. Local Yokohama
2nd. Yokohama

先発 横 浜
(10秒)

10:10
遅れています。

( 5秒)
10:101st. Yokohama

①

②

③

④

Local

The sub

is delayed. 電車が遅れてい
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カ 表示上段の先発ダイヤ表示は和文１０秒、英文５秒の交互表示とし、下段の遅延表示は和文

＋英文が繋げて表示します。繋げた文章が、表示器文字数以上の場合は流し表示とします。 

 

分数設定グループ 

 ３分以上～ ５分未満 

 ５分以上～１０分未満 

１０分以上～１５分未満 

１５分以上～２０分未満 

以降５分刻み 

８５分以上～９０分未満 

９０分以上～９５分未満 

９５分以上～９９分未満 

９９分以上＠＠＠＠＠＠ 

表６．３．９ 遅延分数の精度 

 

(11) 遅延表示の消去タイミング 

 ＰＴＣ装置から受信する遅延表示対象の列車情報において、遅延時分が３分未満になったとき

に消去します。 

※分数の設定は変更可能とします。 

※遅延ビットのＯＮ／ＯＦＦは判定条件に使用しません。 

(12) 遅延文言の案内表示操作端末設定方法 

ア 操作端末の既存機能である文章エディタを使って文章を編集します。 

 また遅延分数の精度の変更はパラメータファイルの書き換えにより行なうこととします。 

イ パラメータファイルの更新は案内表示操作端末から行なえることとします。 

 

(13) 停車駅案内文章の表示 

ア 先発列車の種別が普通、各駅停車、臨時以外の場合、ＰＴＣ装置から受信する表示データの

先発停車駅ビットを元に、ホーム表示器に停車駅案内文章を表示します。 

※コンコースには表示しません。 

イ 表示する文章は制御装置で編集して表示をします。 

※文章内容は例を参照 

ウ 終端駅の場合、または、始発駅が当駅である場合は、すべての停車駅を案内します。自駅を

含まず、３駅以上停車駅が連続する場合はまとめて表示をします。 

 なお、始発駅が当駅であることの判定は、当駅から発車する列車の逆方面に、先発停車駅ビ

ットがないことで判断します。 

エ 中間駅の場合は次の停車駅を案内します。但し、次の停車駅から2駅以上停車駅が連続する

場合は停車駅をまとめて表示します。 

 

 

 

 



別紙６ 

 22 / 25 
 

オ 行先の前駅は停車駅表示を表示しません。（例：中川駅であざみ野が行先） 

【停車駅案内表示例】 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 

湘
南
台 

下
飯
田 

立
場 

中
田 

踊
場 

戸
塚 

舞
岡 

下
永
谷 

上
永
谷 

港
南
中
央 

上
大
岡 

弘
明
寺 

蒔
田 

吉
野
町 

阪
東
橋 

伊
勢
佐
木
長
者
町 

関
内 

桜
木
町 

高
島
町 

横
浜 

三
ツ
沢
下
町 

三
ツ
沢
上
町 

片
倉
町 

岸
根
公
園 

新
横
浜 

北
新
横
浜 

新
羽 

仲
町
台 

セ
ン
タ
ー
南 

セ
ン
タ
ー
北 

中
川 

あ
ざ
み
野 

Ａ ○     ○   ○        ○   ○     ○  ○     ○ 

Ｂ ○ ○ ○ ○     ○        ○   ○     ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Ｃ ○ ○    ○   ○        ○   ○     ○  ○ ○ ○ ○  ○ 

※ ○は、ＰＴＣから送信される先発列車停車駅ビットがＯＮであることを示す 

 

(ｱ) 湘南台駅（終端駅）上り方面列車（上記表参照の停車パターン） 

Ａ） 停車駅は戸塚、上永谷、関内、横浜、新横浜、新羽、あざみ野です。 

Ｂ） 停車駅は下飯田～中田、上永谷、関内、横浜、新横浜、新羽～センター北、あざみ野

です。 

Ｃ） 停車駅は下飯田、戸塚、上永谷、関内、横浜、新横浜、新羽～センター南、あざみ野

です。 

(ｲ) 新羽駅（中間駅）上り方面列車（上記表参照の停車パターン） 

Ａ） 次の停車駅はあざみ野です。 

Ｂ） センター北まで各駅に停車します。 

Ｃ） センター南まで各駅に停車します。 

※下線部文章はビットごとに可変とし橙表示とする。その他の文章は緑表示とする。 

 「、」は緑表示、「～」は橙表示とする。 

(ｳ) 下飯田駅（中間駅）下り方面列車（上記表参照の停車パターン） 

Ｂ）Ｃ） 停車駅案内表示なし。 

 

(14) 先着案内文章の表示 

ア ＰＴＣから受信する表示データの先着案内ビットを元に、ホーム表示器に先着案内文章を表

示します。※コンコースには表示しません。 

イ 表示する文章は制御装置で編集して表示をします。 

※文章内容は例を参照 

【先着案内文章表示例】 

(ｱ) 先着駅案内コード新羽を受信 

新羽まで先に到着します。 

(ｲ) 先着駅案内コードあざみ野を受信 

あざみ野まで先に到着します。 

※ 下線部文章はビットごとに可変とし橙表示とする。その他の文章は緑表示とする。 

 

 

 

 



別紙６ 

 23 / 25 
 

ウ 終端駅の特殊処理（湘南台駅、あざみ野駅） 

※ 先発列車のみ先着案内を表示します。 

 次発以降の列車は、ＰＴＣから受信する表示データの先着案内ビットを無視します。 

 なお、先発列車が非営業列車（ＰＴＣ通信ＩＦ装置インタフェース仕様の列車種別で

定義）であった場合、以下の通りとします。 

列車種別 使用する 

先着案内ビット 先発 次発 次々発 ３次発 

営業 非営業／営業 非営業／営業 非営業／営業 先発 

非営業 営業 非営業／営業 非営業／営業 次発 

非営業 非営業 営業 非営業／営業 次々発 

非営業 非営業 非営業 営業 なし ＊１ 

＊１ 付帯案内は番線ごとの先発列車のみであるため、３次発以降は使用する情報がありま

せん。 

 

(15) 乗換案内文章の表示 

ア ＰＴＣから受信する表示データの乗換案内ビット（種類、行先、種別、乗換駅）を元に、ホ

ーム表示器に乗換案内文章を表示します。 

※コンコースには表示しません。 

イ 乗換案内種類による有効とするビットは下記の通りです。 

 行先 種別 乗換駅 

種
類 

なし － － － 

乗換 － ○ ○ 

車交 ○ ○ ○ 

通過 － ○ ○ 

※種類がなしの場合乗換案内は表示しない。 

ウ 表示する文章は制御装置で編集して表示をします。 

※文章内容は例を参照 

【乗換案内文章表示例】 

(ｱ)種類：乗換、行先：あざみ野、種別：快速、乗換駅：上永谷 

上永谷で快速に接続します。 

(ｲ)種類：車交、行先：湘南台、種別：臨時、乗換駅：新羽 

新羽で臨時湘南台行きに接続します。 

(ｳ)種類：通過、行先：あざみ野、種別：快速、乗換駅：上永谷 

上永谷で快速の通過待ちをします。※行先は無効とする。 

※下線部文章はビットごとに可変とし橙表示とする。その他の文章は緑表示とする。 

 

(16) ダイヤ無固定文章の表示 

ア 表示器２段目、または１段目、２段目に表示するデータが無い場合、ダイヤ無固定文章を表

示します。 
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イ 表示する文章は操作端末から変更可能とします。(１文章設定可能） 

ウ 文章番号は固定とします。 

(17) 営業終了表示タイミング 

ア ＰＴＣからのコンコース表示器繰上げデータを無視してホーム表示器の繰上げデータを受

信したタイミングでコンコース表示器の表示を繰り上げます。 

（２分在線→発車） 

 

 

 

 

(18) 終了後の表示 

ア 方面別に終車案内を表示します。 

イ 全方面終了時は、営業終了の案内を表示します。 

ウ 上記表示の判断は、ＰＴＣからのダイヤ情報の有無で行うため、終電間近に装置再立上げが

あった場合、終電表示をしない場合があります。 

エ 営業終了の案内を以下のタイミングで消去します。 

・ ＰＴＣから営業列車のダイヤを受信した直後です。 

・ ＰＴＣから全消去を受信した直後です。 

・ 表示消去設定時刻（１：４５、２：００、２：３０、３：００、４：３０) になった直後

です。 

 

４ 遅延時分変化時の表示更新について 

(1) 先発列車の遅延時分、０～２分の変動は表示データの更新判定には含めない。 

※ダイヤ情報【行先、発時刻等】の変化は更新判定に含める。 

(2) 遅延時分の変動は、グループ単位（３～５分、５分～１０分、１０分～１５分・・・）に更新判

定を行い、同グループの場合は表示更新を行なわない。 

(3) 優先度の異なる文章発生時には、即時更新とする。 

例）スケジュール案内表示中、遅延（３分以上）が発生した場合は即時遅延文章に切り替わる。 

(4) 同一優先度の文章変更時には、以下の動作とする。 

ア 固定文章の場合、即時更新とする。 

例）遅延文章「３分～５分遅れています」⇒「５分～１０分遅れています」 

 

 

案内表示中央装置 ＰＴＣ

コンコース表示器
（営業終了案内表示）

ホーム表示器
（営業終了案内表示）

ホーム

列車

軌道条件

①

②繰上げデータ 繰上げデータ

案内表示中央装置 ＰＴＣ

コンコース表示器
（表示無し）

ホーム表示器
（列車情報表示）

ホーム

列車

繰上げデータ

発車
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イ 流し文章の場合、流しきり後更新とする。 

例）遅延文章「電車が遅れています。」⇒ 「９５分～９９分遅れています」 

※ 緊急文章、スケジュール文章の場合は、同一文章番号内容の変更時のみ流しきり後更新とな

る。 

(5) 緊急文章表示中には、先発列車の遅延時分の変化、は更新対象外とする。 

 

 

 

 図６．６．３ 表示フロー 

先発普通10:00 湘南台

先発普通10:10 湘南台

先発普通10:00 湘南台

【スケジュール文章】

デフォルト表示中

ＰＴＣ装置から先発・次発データ受信時
（先発遅延０分、列車接近なし）

※先発遅延時分０～２分の変化時には再表示しない

スケジュール文章表示中

操作端末からスケジュール文章指示時

※先発遅延時分０～２分の変化時には再表示しない

先発普通10:00 湘南台

３～５分遅れています

遅延文章表示中（その１）

ＰＴＣ装置から先発・次発データ受信時
（先発遅延３分、列車接近なし）

※先発遅延時分３分、４分の変化時には再表示しない

先発普通10:00 湘南台

５～10分遅れています

先発普通10:00 湘南台

【緊急文章】

遅延文章表示中（その２）

ＰＴＣ装置から先発・次発データ受信時
（先発遅延５分、列車接近なし）

※先発遅延時分５～９分の変化時には再表示しない

緊急文章表示中

ＰＴＣ装置から先発・次発データ受信時
（先発遅延５分、列車接近なし）

※先発遅延時分の変化時には再表示しない

先発普通10:00 湘南台

【接近文章】

接近文章表示中

ＰＴＣ装置から先発・次発データ受信時
（先発遅延５分、列車接近あり）

※先発遅延時分の変化時には再表示しない

表示推移

：即時更新


